
○当ファンドは、投資信託約款において運
用報告書（全体版）に記載すべき事項
を、電磁的方法によりご提供する旨を定
めております。右記＜お問い合わせ先＞
ホームページの「トップページ」→「投
資信託」→「運用報告書一覧」のページ
において運用報告書（全体版）を閲覧及
びダウンロードすることができます。
○運用報告書（全体版）は、受益者の方か
らのご請求により交付されます。交付を
ご請求される方は、販売会社までお問い
合わせください。

ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区永田町２-11-１　山王パークタワー

＜お問い合わせ先＞
電話番号：03-5156-5108
受付時間：営業日の午前９時～午後５時
https://funds.dws.com/jp/

＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせください。

愛称：みらいステージ50
ドイチェ・グローバル・バランス＜成長型＞

追加型投信／内外／資産複合

償還交付運用報告書
第21期（償還日：2021年12月15日）

作成対象期間（2021年１月15日～2021年12月15日）

第21期末（2021年12月15日）

償 還 価 額 16,638円49銭

純 資 産 総 額 249百万円

第21期
（2021年１月15日～2021年12月15日）

騰 落 率 5.6％

分 配 金 合 計 －円

（注）騰落率は収益分配金（税込み）を分配時に再投
資したものとみなして計算したものです。

■受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、「ドイチェ・グローバル・バランス＜成長
型＞」は、2021年12月15日をもちまして繰上償還い
たしました。ここに謹んで運用経過と償還内容をご報
告申し上げます。
長い間ご愛顧いただき、厚く御礼申し上げます。
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運用経過
■設定以来の基準価額等の推移について� （2001年９月25日～2021年12月15日）

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー
マンスを示すものです。ただし、設定以来の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま
す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）有担保コール・レートについては、市場環境等により有担保コールの取引が成立できなかった場合、０として計算することがあります。

■基準価額の主な変動要因
　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式・公社債及び外国の株式・公社債を
主要投資対象とし、中長期的な安定収益の獲得を目指して運用を行いました。運用期間を通して日本株
式市場や外国株式市場で設定来の水準から株価が上昇したことが基準価額の上昇要因となったほか、日
本債券市場や外国債券市場も概ね堅調推移となったことも基準価額の上昇要因となりました。
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※ベンチマーク：委託会社が、国内債券：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合、
国内株式：ＴＯＰＩＸ（東証株価指数：配当込み）、外国債券：ＦＴ
ＳＥ世界国債インデックス（除く日本）、外国株式：ＭＳＣＩコクサ
イ指数（配当込み）、現預金等：有担保コール・レートをそれぞれ中
立的配分で加重平均して計算したものです。
※ベンチマークは設定日を基準価額と同じ値として表示しております。

設定日：10,000円
償還日：16,638円49銭（既払分配金０円）
騰落率：66.4％（分配金再投資ベース）

基準価額（左） ベンチマーク（左）分配金再投資基準価額（左）純資産総額（右）
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■１万口当たりの費用明細

項 目
当　　期

2021年１月15日～2021年12月15日 項 目 の 概 要
金 額 比 率

(a) 信 託 報 酬 234円 1.444％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
※期中の平均基準価額は16,226円です。

（投 信 会 社） （111） （0.687） 委託した資金の運用等の対価
（販 売 会 社） （106） （0.656） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド

の管理等の対価
（受 託 会 社） （  16） （0.101） 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 1 0.008 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （    1） （0.008）

(c) 有 価 証 券 取 引 税 0 0.002 (c) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （    0） （0.002）

(d) そ の 他 費 用 30 0.186 (d) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保 管 費 用） （  15） （0.095） 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資

産の移転等に要する費用
（監査費用・印刷費用等） （  15） （0.091） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告書

の作成に係る費用等
合 計 265 1.640

（注）期中において発生した費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出
した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
（注）監査費用・印刷費用等にはマイナス金利に係る費用等を含みます。
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(参考情報)
○総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.77％です。

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

総経費率
1.77％

その他費用
0.20％

運用管理費用
（投信会社）
0.75％

運用管理費用
（販売会社）
0.71％

当ファンド
1.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.11％
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■最近５年間の基準価額等の推移について� （2016年１月14日～2021年12月15日）

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー
マンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま
す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）有担保コール・レートについては、市場環境等により有担保コールの取引が成立できなかった場合、０として計算することがあります。

2016年１月14日 2017年１月16日 2018年１月15日 2019年１月15日 2020年１月14日 2021年１月14日 2021年12月15日
（償還日）

基準価額 （円） 12,959 13,298 14,911 13,655 15,033 15,756 16,638.49
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0 －
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － 2.6 12.1 △8.4 10.1 4.8 5.6
ベンチマーク騰落率 （％） － 6.7 10.9 △7.8 12.4 6.1 7.5
純資産総額 （百万円） 633 588 607 528 550 528 249

●ベンチマークに関して
・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩは、野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権その他一切の権利は野村證

券株式会社に帰属します。なお、野村證券株式会社はＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩを用いて行われるドイチェ・アセッ
ト・マネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切の責任を負いません。

・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）は、株式会社東京証券取引所（以下「東証」といいます。）の知的財産であり、こ
の指数の算出、数値の公表、利用等株価指数に関するすべての権利は、東証が有しています。東証は、ＴＯＰＩ
Ｘの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もし
くは使用の停止を行う権利を有しています。

・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている指数です。同指
数に関する著作権、知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

・ＭＳＣＩコクサイ指数は、ＭＳＣＩインク（以下「ＭＳＣＩ」といいます。）が開発した株価指数です。同指数
に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はＭＳＣＩに帰属します。また、ＭＳＣＩは同指数の内容を変更
する権利及び公表を停止する権利を有しています。
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※ベンチマーク：委託会社が、国内債券：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合、国内株式：ＴＯＰＩＸ（東証株価指数：配当込み）、外
国債券：ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）、外国株式：ＭＳＣＩコクサイ指数（配当込み）、現預金等：有担保
コール・レートをそれぞれ中立的配分で加重平均して計算したものです。
※ベンチマークは2016年１月14日の値を基準価額と同じ値として表示しております。

基準価額（左） ベンチマーク（左）分配金再投資基準価額（左）純資産総額（右）
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■投資環境について� （2001年９月25日～2021年12月15日）
（日本株式市場）
　設定以来の日本株式市場で、株価は大きく上昇しました。設定当初は、米国の同時多発テロ事件を受
けた投資家心理の悪化などから軟調な展開となりましたが、2003年に一旦底を打つと、世界的な景気
改善への期待や企業業績の改善への期待などから株価は大きく上昇しました。リーマンショックを受け
た世界的な株安などで日本の株価も急落した後は株価の低迷が続きました。民主党から自民党へ政権が
交代すると、日本銀行（日銀）が『異次元』の強力な金融緩和策を導入し、大きく円安が進行したこと
などから、株価は大きく上昇しました。米国の景気改善への期待や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の
異例の低金利策の長期化観測などから米国株価が大きく上昇した流れも、日本の株価の上昇要因となり
ました。世界景気の先行き不透明感の台頭などから調整する局面もありましたが、米トランプ政権の政
策支援やグローバル景気の回復期待などを背景とする世界的な株高が追い風となりました。米中の貿易
摩擦と協議の進展に一喜一憂する展開が続いた後、2020年に入り、新型コロナウイルスの感染が世界
中に広がると、投資家のリスク回避姿勢が急激に強まり、株価は一時急落しました。ただし、直後に世
界各国で大規模な経済対策や金融緩和策が実施されたことから株価は大きく反発し、ワクチンの開発や
接種の進展に伴う経済活動の正常化や、企業業績の改善なども追い風となり、上値を試す展開が概ね続
きました。

（日本債券市場）
　設定以来の日本の10年国債利回り（以下、長期金利＊）は低下しました（価格は上昇）。世界的に中
央銀行による金融緩和策が実施されるなか、リスク回避的な動きが強まる局面などでは安全資産として
の日本国債市場への資金流入が加速するかたちとなりました。償還日にかけては、日銀による長短金利
操作が続く中で、長期金利は低位で推移しました。

（外国株式市場）
　設定以来の世界株式市場で、株価は大きく上昇しました。設定当初は米国の同時多発テロ事件などに
より市場心理が悪いなか軟調な展開となりましたが、株価が下げ止まると、米国を始めとする世界的な
景気改善期待や良好な企業業績などを背景に株価は上昇しました。やがて米国景気の減速感が意識され
始めると、サブプライムローン問題やリーマンショックによる世界的な金融市場の混乱などで株価は大
きく下落しましたが、ＦＲＢの金融緩和策などを受けて市場心理が好転したことから株価は下げ止まり、
再び大きく上昇し始めました。米国景気の好転への期待や金融システムに対する不安の後退なども好材
料視されました。その後も、米国の景気・企業業績の改善期待や金融緩和の長期化観測、政策期待など
を背景に株価は上昇し、2020年には新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により景気悪化懸念が高
まり株価が下落する局面もありましたが、各国の大規模な金融緩和や経済対策、ワクチン開発・普及に
よる経済正常化期待などを背景に株価は一段高となりました。

（外国債券市場）
　設定以来の外国債券市場は堅調に推移しました。景気減速懸念が高まる場面で各国の金融緩和策が長
期金利の低下要因となったほか、各国のデフレ傾向等も金利低下要因となりました。償還日にかけては、
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて世界的な景気不透明感が高まる中、各国での金融緩和策などを
背景に長期金利は低位で推移しました。一方、為替市場については、2007年の欧米の金融不安を発端
としたリスク回避姿勢の高まりから円高が進みましたが、その後は日本での金融緩和策を受けて国内の
金利が低下したことを背景に円安が進行しました。

＊金利：債券価格は金利変動の影響を受けます。一般的に金利が低下した場合には債券価格は上昇し、逆に金利が上昇した場合には債券価格は下
落する傾向があります。
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■当該投資信託のポートフォリオについて� （2001年９月25日～2021年12月15日）
（当ファンド）
　当ファンドは、当初の運用方針通り、マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式・公社債及び
外国の株式・公社債を主要投資対象とし、中長期的な安定収益の獲得を目指して運用を行いました。

（ドイチェ・日本株式マザー）
　当ファンドでは当初の運用方針通り、わが国の株式を主要投資対象とし、積極的に収益の獲得を目指
して運用を行いました。
　マクロ環境や個別企業のファンダメンタルズ、株価の割安感等を精査しながら、機動的に業種配分や
個別銘柄の入れ替えを行いました。

（ドイチェ・日本債券マザー）
　当ファンドでは当初の運用方針通り、わが国の公社債を主要投資対象とし、安定的な収益の獲得を目
指して運用を行いました。
　日銀の金融政策に対する姿勢や世界経済の状況等を考慮し、デュレーション＊や資産別配分について
は機動的に調整を行いました。償還日にかけてはベンチマークに対して若干短めでポートフォリオを構
築し、資産別では、国債や政府保証債をオーバーウェイト、地方債や事業債などをアンダーウェイトと
しました。また、年限別では、中期年限をオーバーウェイトとし、長期年限をアンダーウェイトとしま
した。

（ドイチェ・外国株式マザー）
　当ファンドでは当初の運用方針通り、外国の株式を主要投資対象とし、積極的に収益の獲得を目指し
て運用を行いました。
　各国の経済動向や金融政策、市場のセンチメント、個別企業のファンダメンタルズ、株価の割安感等
を精査しつつ、機動的に業種・地域の配分や個別銘柄の入れ替えを行いました。

（ドイチェ・外国債券マザー）
　当ファンドでは、当初の運用方針通り、外国の公社債を主要投資対象とし、安定収益の獲得を目指し
て運用を行いました。
　各国の金融政策や財政政策、政治情勢等を鑑み、機動的に国別の配分や年限の調整を行いました。償
還日にかけては、デュレーションは短めとしました。また、利回り水準を踏まえイタリアやスペインを
オーバーウェイトとした一方で、金融政策正常化により長期金利にも上昇圧力が働くと予想した米国を
アンダーウェイトとしました。

＊デュレーション：金利変動に対する債券価格の変動性を示します。一般的にデュレーションが長いほど金利変動に対する価格の変動が大きくな
ります。
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■分配金について
　該当事項はありません。

当ファンドをご愛顧いただきましたことをここに厚く御礼申し上げます。

お知らせ
　該当事項はございません。

　ベンチマークは163.8％上昇し、当ファンドの
リターンはベンチマークを下回りました。日本株
式や外国株式、外国債券の銘柄選択等がマイナス
となりました。

（％）
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基準価額 ベンチマーク

◆基準価額とベンチマークの対比（騰落率）
■ベンチマークとの差異について� （2001年９月25日～2021年12月15日）

CC_21841698_02_ostドイチェ_Gバランス（成長型）_交償_運用経過.indd   7 2022/01/31   10:10:27



8

みらいステージ50

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 2001年９月25日から2021年12月15日まで

運 用 方 針
主にわが国の株式・公社債及び外国の株式・公社債に投資し、中長期的な安定収益の獲得を目指して
運用を行います。

主 要 投 資 対 象

当ファンド

ドイチェ・日本株式マザー受益証券、ドイチェ・
日本債券マザー受益証券、ドイチェ・外国株式マ
ザー受益証券、ドイチェ・外国債券マザー受益証
券を主要投資対象とします。

ドイチェ・日本株式マザー わが国の株式を主要投資対象とします。

ドイチェ・日本債券マザー わが国の公社債を主要投資対象とします。

ドイチェ・外国株式マザー 外国の株式を主要投資対象とします。

ドイチェ・外国債券マザー 外国の公社債を主要投資対象とします。

運 用 方 法

国内株式・国内債券にとどまらず世界各国の株式及び債券に積極的に分散投資を行うことによって、
リスクを軽減しつつ中長期的な安定収益の向上を目指します。ただし、国内株式と外国株式の合計の
投資額が信託財産の純資産総額の50％を、かつ外国株式と外国債券などの外貨建資産への投資額の
合計が信託財産の純資産総額の40％を超えない範囲で運用を行います。

分 配 方 針

年１回の毎決算時（毎年１月14日。ただし、当該日が休業日の場合には翌営業日。）に、原則とし
て以下の方針に基づき収益分配を行います。
①分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当収入と売買益の全額とします。
②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準等を勘案して決定いたします。ただし、分配対象額が少
額の場合は分配を行わないこともあります。
③留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき元本部分と同一の運用を行い
ます。
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代表的な資産クラスとの騰落率の比較（2016年12月末〜2021年11月末）
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（当該ファンドと他の代表的な資産クラスの平均騰落率、年間最大騰落率及び最小騰落率（％））
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

平均値 4.6 10.4 16.2 13.9 0.2 3.2 4.1
最大値 15.4 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 －7.3 －16.0 －12.4 －19.4 －4.0 －7.9 －9.4

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。

＊2016年12月～2021年11月の５年間における年間騰落率の平均・最大・最小を、当該ファンド及び
他の代表的な資産クラスについて表示したものです。

＊各資産クラスの指数
日 本 株：ＴＯＰＩＸ（配当込み）
先進国株：ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債：ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバ

ル・ダイバーシファイド（円ベース）
（注）先進国株、新興国株、先進国債及び新興国債の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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各資産クラスの指数について

・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）は、株式会社東京証券取引所（以下「東証」といいます。）の知的財産
であり、この指数の算出、数値の公表、利用等株価指数に関するすべての権利は、東証が有していま
す。東証は、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止ま
たはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。

・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス及びＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックスは、ＭＳＣ
Ｉインク（以下「ＭＳＣＩ」といいます。）が算出する指数です。同指数に関する著作権、知的財産
権その他一切の権利はＭＳＣＩに帰属します。また、ＭＳＣＩは同指数の内容を変更する権利及び公
表を停止する権利を有しています。

・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩは、野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権その他一切の権
利は野村證券株式会社に帰属します。なお、野村證券株式会社はＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩを用いて行わ
れるドイチェ・アセット・マネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切の責任を負いませ
ん。

・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている指数
です。同指数に関する著作権、知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

・ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイ
バーシファイドは、JPMorgan Chase & Co.の子会社であるJ.P.Morgan Securities LLC（以下
「J.P.Morgan」といいます。）が算出する債券インデックスであり、その著作権及び知的所有権は同
社に帰属します。J.P.Morganは、ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージン
グ・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド及びそのサブインデックスが参照される可能性の
ある、または販売奨励の目的でＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・
マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド及びそのサブインデックスが使用される可能性のある
いかなる商品についても、出資、保証、または奨励するものではありません。J.P.Morganは、証券投
資全般もしくは本商品そのものへの投資の適否またはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデッ
クス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド及びそのサブインデックスが債
券市場一般のパフォーマンスに連動する能力に関して、何ら明示または黙示に、表明または保証する
ものではありません。
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ファンドデータ
■当ファンドの組入資産の内容
信託終了日における有価証券の組入れはございません。
※組入れているマザーファンドの直近の計算期間の内容につきましては、償還運用報告書（全体版）に記載しております。

■純資産等

項 目
償 還 日

2021年12月15日
純 資 産 総 額 249,388,851円
受 益 権 総 口 数 149,886,686口
１ 万 口 当 た り 償 還 価 額 16,638円49銭

当期中における追加設定元本額は9,613,284円、同解約元本額は195,206,714円です。
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投資信託財産運用総括表

信託期間
投資信託契約締結日 2001年９月25日

投資信託契約終了時の状況
投資信託契約終了日 2021年12月15日

区 分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 資 産 総 額 252,445,909円

受益権口数 925,930,266口 149,886,686口 △776,043,580口
負 債 総 額 3,057,058円
純 資 産 総 額 249,388,851円

元 本 額 925,930,266円 149,886,686円 △776,043,580円
受 益 権 口 数 149,886,686口
１万口当たり償還金 16,638.49円

毎計算期末の状況

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 基 準 価 額
１ 万 口 当 た り 分 配 金

金 額 分 配 率
第 10 期 1,297,749,793円 1,251,065,975円 9,640円 0円 0％
第 11 期 1,066,849,462 941,433,102 8,824 0 0
第 12 期 946,061,269 980,751,505 10,367 0 0
第 13 期 680,878,690 864,866,628 12,702 0 0
第 14 期 552,125,149 747,527,371 13,539 0 0
第 15 期 488,916,879 633,569,316 12,959 0 0
第 16 期 442,700,982 588,721,204 13,298 0 0
第 17 期 407,594,345 607,760,072 14,911 0 0
第 18 期 387,125,777 528,639,451 13,655 0 0
第 19 期 366,517,910 550,970,013 15,033 0 0
第 20 期 335,480,116 528,575,153 15,756 0 0
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■＜ご参考＞ 用語の解説 
 

用 語 内 容 

運 用 報 告 書 
投資信託がどのように運用され、その結果どうなったかを決算ごとに受益者

（投資家）に報告する説明書です。この中では基準価額、分配金の状況や今後
の運用方針などが詳しく説明されています。 

ベ ビ ー フ ァ ン ド と 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

受益者（投資家）のみなさまが取得する投資信託（ファンド）を「ベビー
ファンド」といい、ベビーファンドの資金をまとめて実質的に運用するため
のファンドを「マザーファンド」といいます。マザー（親）ファンドとベ
ビー（子）ファンドによって構成されているため、ファミリーファンド方式
と呼ばれています。 

純 資 産 総 額 

投資信託は株式や公社債等の値動きのある有価証券に投資します。この有価
証券を時価で評価し、株式や公社債等から得られる配当金や利息等の収入を
加えた資産の総額から、ファンドの運用に必要な費用等を差し引いた金額の
ことです。 

基 準 価 額 

投資信託の値段のことです。投資信託に組み入れている株式や債券などをす
べて時価評価し、債券の利息や株式の配当金などの収入を加えて資産総額を
算出します。そこからファンドの運用に必要な費用などを差し引いて純資産
総額を算出し、さらにその時の受益権口数で割ったものが「基準価額」であ
り、毎日算出されています。 

信 託 報 酬 

投資信託の運用・管理にかかる費用のことです。信託財産の中から運用会
社・信託銀行・証券会社など販売会社へ間接的に支払われます。その割合お
よび額は目論見書や運用報告書の運用管理費用（信託報酬）の項目に記載さ
れています。 

騰 落 率 

投資信託の過去の運用実績（基準価額の推移の動向）を示すもので、基準価
額の変動と支払われた分配金を組み合わせて算出します。ある一定期間中に
投資信託の価値がどれだけ変化しているかを表します。例えば過去３ヶ月、
６ヶ月、１年等、一定期間に基準価額がどの程度値上がり（または値下が
り）したのかを表しています。 

 
出所：一般社団法人投資信託協会等 
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ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区永田町２-11-１　山王パークタワー

＜お問い合わせ先＞
電話番号：03-5156-5108
受付時間：営業日の午前９時～午後５時
https://funds.dws.com/jp/

＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせください。
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